








 

 

 

 

 

三重労働局では、以下の取組を進めるため、平成２８年４月１日から新たに「雇用環境・均等室」を

設置しました。 

○  男女ともに働きやすい雇用環境を実現するため、「女性の活躍推進」や「働き方改革」等の施策を

ワンパッケージで効果的に推進します。 

○  労働相談の利便性をアップするため、パワハラや解雇等に関する相談とマタハラやセクハラ等に関

する相談の対応を一体的に進めます。 

○  個別の労働紛争を未然に防止する企業指導等の取組と、調停・あっせん等の解決への取組について

も、同一の組織で一体的に進めます。 

三重労働局長 

 

 

総務部   労働基準部  職業安定部  雇用環境・均等室 

 

 

 

○ パワハラ、不当解雇、労働条件の切り下げ、学生アルバイトの労働条件等の労働相談や紛争調整委員

会によるあっせん等のご照会は、  

☎ ０５９－２２６－２１１０ まで 

 ○ セクハラ、マタハラ、育児・介護休業の取得を理由とする不利益取扱い等の労働相談や男女雇用機 

会均等法、育児・介護休業法、パート労働法等のご照会は、 

  ☎ ０５９－２２６－２３１８ まで 

○  各労働基準監督署内に設置している総合労働相談・若者相談コーナーでも労働相談を受け付けてお

ります。 
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平成２７年度主な総合労働相談内容 

（三重労働局内） 
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平成27年度男女雇用機会均等法関係 

主な相談内容(三重労働局内) 

三重労働局雇用環境・均等室からのお知らせ 

Ⅰ 雇用環境・均等室について 

Ⅱ 総合労働相談・個別労働紛争解決制度関係 

 

 

 

 

 

 

 

 

 





 

～～育児・介護休業法 男女雇用機会均等法が改正されます～～ 

「雇用保険法等の一部を改正する法律」（平成 28 年法律第 17 号。以下「改正法」）については、平成

28 年 3 月 29 日に可決成立しました。 

改正法により、育児・介護休業法及び男女雇用機会均等法の一部が改正され、平成 29 年 1 月 1 日より

施行されることとなりました。 

この改正により、事業主の皆様には、育児・介護休業規程の見直しや、妊娠・出産・育児休業・介護休業

をしながら継続就業しようとする男女労働者の就業環境の整備が求められます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

インフォメーション１ 

具体的な規定の策定方法や、労働者の就業環境整備に関する細かな取り決めについては、今後、労働政策

審議会の審議等を経て法施行に必要な省令及び指針が定められる予定です。 

インフォメーション２ 

 厚生労働省および三重労働局では、ホームページ等にて逐一情報を提供する予定です。 

インフォメーション３ 

三重労働局管内において改正法内容についての説明会を、今年秋ごろ実施する予定です。 

 

Ⅳ 均等関係 









第８９回 全国安全週間を迎えるにあたって 

                                                  三重労働局労働基準部健康安全課                       

 さて、本年も 6月を準備期間として 7 月 1日から 7 日まで全国安全週間が実施されます。全国安全

週間は、昭和 3 年に初めて実施されて以来、「人命尊重」という崇高な基本理念の下、「産業界での自

主的な労働災害防止活動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活の定着を図ること」を目的に、

一度も中断されることなく続けられ、今年で 89回目を迎えます。この間、労働災害は長期的に減少し、

平成 27年は統計を取り始めて以来初めて年間の全国での死亡者が 1,000人を下回りました。 

一方、三重県下におきましても平成 27 年の休業 4 日以上の死傷者は 2,119 人と前年に比べ 13 人、

0.6％減少し、5年連続の減少となりました。死亡者につきましても、16人と前年に比べ 4人、20％減

少しました。 

しかしながら、近年の産業構造の変化に伴って、拡大を続ける第三次産業などでは、職場の安全に

関して自ら取り組む意識が十分であるとはいい難い状況にあります。また、経験の浅い労働者は職場

に潜む危険を察知できないことが懸念されています。 

このような背景を踏まて、本年度の全国安全週間のスローガンは、 

 

「見えますか？ あなたのまわりの 見えない危険 みんなで見つける 安全管理」 

 

です。これは安全な職場環境を形成するために、同じ職場にいる労働者全員で早期に危険要因を発見・

改善・見える化し、事故の発生を未然に防ぐことを呼びかけるといったものです。 

事業場の皆様方におかれましては、この全国安全週間を契機に労働災害防止の重要性を深く認識して

いただき、誰もが安心して健康に働くことができる職場を実現していただきますようお願いいたします。 

 

 

お問い合わせ先 三重労働局労働基準部 健康安全課 ０５９－２２６－２１０７ 

 



 

 

     平成２８年度の労働保険年度更新の申告納付は 

６月１日から７月１１日までに 

                               お願いします 

○ 平成２８年度の雇用保険料率が改定されました。 

事業ごとの雇用保険料率は次のとおりです。 

○ 法人の場合は法人番号を記入していただくことになります。 

○ 年度更新申告書の書き方等については、コールセンターへお問い合わせく

ださい。≪電話番号≫０１２０－９４９－７３２ 

○ 労働保険料等の納付について口座振替がご利用いただけます。 

  詳しくは、厚生労働省ホームページ（労働保険料等の口座振替納付）でご

案内しています。 

○ 特別加入制度があります。 

  中小事業主、一人親方等の労働者と認められない方も労災保険に特別加入

することができます。詳しくは労働保険事務組合、一人親方団体等、労働

局、労働基準監督署へお問い合わせください。 

○ 労働保険年度更新の手続のための集合受付会を開催します。 

   労働保険(労災保険・雇用保険)料の申告書の受付と記入方法について

の集合受付会を ７月７日(木)、８日(金)及び１１日(月)の３日間、 

県内９会場（各労働基準監督署、桑名市はまぐりプラザ、鈴鹿市神戸コ

ミュニティセンター、尾鷲公共職業安定所）において行います。  
 ※集合受付会以外の日であっても、申告書の受付・記入方法などの説明は三

重労働局労働保険徴収室、県内各労働基準監督署で随時行っていますのでご

利用ください。 
 

  詳細につきましては、三重労働局 労働保険徴収室（059-226-2100）・各労働基準 

監督署・各公共職業安定所にお問い合わせください。 

     負担者 

事業の種類 
①労働者負担 ②事業主負担 

①＋② 

雇用保険料率 

一般の事業 ４／１０００ ７／１０００ １１／１０００ 

農林水産・ 

清酒製造の事業 
５／１０００ ８／１０００ １３／１０００ 

建設の事業 ５／１０００ ９／１０００ １４／１０００ 

      平平成成２２８８年年度度労労働働保保険険年年度度更更新新ののおお知知ららせせ  



三重産業保健総合支援センターからのお知らせ 

一 改正労働安全衛生法が施行され、平成 27 年 12月 1日から事業者にストレスチェックの実施が

義務づけられました。（労働者 50名未満の規模の事業場は努力義務です。）このため、各事業

場におかれては平成 28年 11月 30日までの間に 1回目のストレスチェックを実施する必要が

あります。 

○センター活用のご案内 

ストレスチェック制度を円滑に実施するためには、事業者、労働者及び産業保健スタッフ等の関係者が制度の

趣旨等を理解したうえで互いに協力・連携して実施することが重要です。当センターでは、この制度の円滑な導

入・運用を支援するための事業として、無料で以下の取組を実施しておりますので、是非ご活用ください。 

１ ストレスチェック制度に関する研修会の開催 

 （１）「労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度について」  講師：当センター産業保健相談員 

 ～昨年 12 月 1 日から事業場においてストレスチェックの実施が義務づけられました（50 人未満の事業場は

努力義務）。本研修会では、法令に基づく制度を中心に解説します。（産業医・スタッフ向け同時開催）～ 

  開催日 ６月１日（水）、７月２０日（水）、１０月２７日（木） 

  開催時間・場所 １４：３０～１６：３０・三重県医師会館 

 ※ 受講者には「労働安全衛生法に基づくストレスチェック制度実施マニュアル」を配布いたします。 

 （２）「長時間労働者、高ストレス者の面接指導に関する研修」 講師：当センター産業保健相談員 

～長時間労働者および、昨年１２月から義務化されたストレスチェックの実施結果で高ストレス者と評価さ

れた労働者に対する面接指導の実施方法について解説します。（医師向け）～ 

開催日 ６月２日（木）、７月２８日（水）、９月８日（木）、１０月１９日（水） 

  開催時間・場所 １４：３０～１６：００・三重県医師会館 

 ※ 受講者には「長時間労働者、高ストレス者の面接指導に関する報告書・意見書作成マニュアル」を配布い

たします。 

（３）上記の他にもストレスチェックに取り組む上で実務上参考となる研修を予定しております。当センター

のＨＰ等でご確認のうえお申込みください。お申し込みは、当センターＨＰ（http://mies.johas.go.jp）

から、またはＦＡＸ(059-213-0712)にてお願いいたします。 

２ ストレスチェック制度の導入等に対する個別訪問支援 

事業場の業種、規模にかかわらず、訪問を希望する事業場に、センター所属のメンタルヘルス対策促進員が

訪問し、ストレスチェックの導入に関する研修や教育を含め、事業場の状況にあった具体的な支援を実施しま

す。  お申し込み⇒ http://www.mies.johas.go.jp/mental/mousikomisyo.html 

３ ストレスチェック制度サポートダイヤルの設置 

産業医、保健師、衛生管理者等産業保健スタッフや事業者、人事担当者等からのストレスチェック制度に

係る専門的相談に応じ、解決方法等を助言します。 

電話番号 ０５７０－０３１０５０  ※相談は無料ですが、通話料金がかかります。 

受付時間 平日１０時～１７時 （土日祝１２月２９日～１月３日を除く。） 

４ ストレスチェック実施促進のための助成金（対象は５０人未満の事業場です。） 

  従業員数５０人未満の事業場は、当分の間努力義務となりますが、この「『ストレスチェック』実施促進

のための助成金」は、従業員数５０人未満の事業場が合同で、医師・保健師などによるストレスチェックを

実施し、また、ストレスチェック後の医師による面接指導などを実施した場合に、事業主が費用の助成を受

けることができる制度です。従業員のメンタルヘルス不調の未然防止のために、ぜひご活用ください。 

【お申し込み先】 労働者健康安全機構 産業保健・賃金援護部 産業保健業務指導課 

     電話番号 ： ０４４－５５６－９８６ 受付時間 ： 平日 ９時１５分～１８時 (土曜、日曜、祝日休み) 

 



 

二 労働安全衛生法が改正され、平成２８年６月１日から一定の化学物質を取り扱う全ての事業場

において、当該化学物質の危険性・有害性についてリスクアセスメントを実施することが義

務づけられました。 

【リスクアセスメントとは？】 

 化学物質やその製剤の持つ危険性や有害性を特定し、それによる労働者への危険または健康障害を生じるおそ

れの程度を見積もり、リスクの低減対策を検討することをいいます。 

【対象となる事業場は？】 

 業種、規模にかかわらず、対象となる化学物質の製造・取扱いを行うすべての事業場が対象となります。 

製造業や建設業だけでなく、清掃業、卸小売業、飲食店、医療・福祉業など様々な業種で、該当する化学物質

を含む製品が使用されています。 

【リスクアセスメントの実施義務の対象物質】 

 安全データーシート（ＳＤＳ）の交付が義務づけられている６４０物質が対象です。このため事業場で使用し

ている製品に対象物質が含まれているかどうか確認する必要があります。 

 ６４０物質は以下のサイトで公開しています。 http://anzeninfo.mhlw.go.jp/anzen_pg/GHS_MSD_FND.aspx  

「職場の安全サイト ＳＤＳ」で検索できます。 

○センター活用のご案内 

当センターでは、この制度の円滑な導入・運用を支援するための事業として、無料で以下の取組を実施してお

りますので、是非ご活用ください。 

１ 化学物質のリスクアセスメント等に関する研修会の開催 

 （１）産業医向け研修会 

   開催日 ８月１８日（木）、８月２５日（木）、９月２９日（木） 

   開催時間・場所 １４：３０～１６：３０・三重県医師会館 

 （２）スタッフ向け研修会 

   開催日 ６月７日（火）、６月２８日（火）、８月２５日（木）、９月６日（火）、９月２７日（火）、９月２

９日（木） 

開催時間・場所 １４：３０～１６：３０・三重県医師会館 

連続の研修企画もございますので、当センターのＨＰ等で内容をご確認のうえお申込みください。 

お申し込みは、当センターＨＰ（http://mies.johas.go.jp）から、またはＦＡＸ(059-213-0712)にてお願

いいたします。 

 

２ 化学物質のリスクアセスメントの導入等に対する個別訪問支援 

事業場の業種、規模にかかわらず、訪問を希望する事業場に、センター所属の産業保健相談員（労働衛生工

学担当）または労働衛生工学専門員が訪問し、事業場の状況にあった具体的な支援を実施します。 

例えば、事業場で 

・化学物質のリスクアセスメントのやり方がわからない、 

・現在行っている化学物質のリスクアセスメントの実施方法がこれでよいのかアドバイスがほしい、 

・リスクアセスメントを実施してみたが、リスクの見積もりがこれでよいか考え方を教えてほしい、 

・どのような順番で職場改善をしてよいかわからない、 

・有機溶剤の作業環境測定結果が思わしくない。効果が出る改善方法を教えてほしい、 

・古い局所排気装置だが、効果的に稼働させる方法はないか、 

など、お悩みの際は、是非、ご活用ください。 

お申し込み⇒ http://www.mies.johas.go.jp/consul/soudantoiawaseform.html 


